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コミュニケーション
第一主義
　�議論の中から新しい
　�アイデアや発見が生
　まれます。

未来予想図∞
　�一つ一つのピースを
集めて、実験室と教室の
架け橋を目指します。

想いをカタチに！
　研究成果を世界に
　向けて発信します。

被験者募集中！
　興味のある方は
　参加してみませんか？

■オンリーワンを探しに

他人と違うということはどういうことでしょうか？良い

こと？悪いこと？やっぱりみんなと同じがよいでしょう

か？なかなかすぐには答えられません。私たち人間に

は、それぞれが持つ「個性」というものがあります。専

門的な言い方をすれば、人間には必ず、「個人差」が

存在します。これが人間を人間たらしめ、人生を興

味深くしているエッセンスとも言えるでしょう。研究室

のテーマはズバリ「個人差の神経科学」。自分が他人

と違うのはなぜなのかといった疑問に対し、心理行

動実験や脳機能計測、さらに遺伝的な検討までを絡

めて、発達障害を中心に、その個人差の神経基盤を

発達的な観点から明らかにしていきます。認知機能

の神経メカニズムの解明を目指す基礎的な研究か

ら、ニューロフィードバックを用いて行動改善を目指

す臨床的な研究まで幅広く展開しています。

■共生社会の実現に向けて

特別支援教育は人間理解に大きなヒントを与えてく

れる大変興味深い研究分野です。健常児・者を対

象とした研究からだけでは見えてこない人間行動の

本質に迫る可能性がそこにあると私は考えていま

す。特別支援教育が適切に推進されている学校で

は、不登校やいじめが減少しており、その波及効果

が報告されています。この背景には、コミュニケー

ションの基本となる心的機能、つまり、自他の違いを

認め合う、他人と自分は違う個々の人間なのだという

ことを理解する心が子どもたちに適切に芽生えてい

ることが考えられます。科学の進歩も、年齢・性別・

身分・人種の分け隔て無く、様々な議論（コミュニケー

ション）から生まれてきます。共生社会の実現を目指し、

このような人間の基幹的な能力の発達を、神経メカ

ニズムの観点から迫ってみることはおもしろいですよ。

地域力の形成に向けた人間支援と地域支援の創造。

山形大学地域教育文化学部
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